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移の進展を定義する上で全骨格を 3 骨格系統に分類することが妥当と考えられた。すなわち central
skeleton (以下 C と略す) :腰椎・胸椎・肋骨; mid skeleton (以下Mと略す) :骨盤・頭蓋・頚椎・





1 : C , stage 2 : C + M, stage 3 : C + M + P 。骨転移巣の拡がりがMあるいは P の場合，生存時







時間に有意差を認めた (P =0.0166) 。
②骨外転移巣の有無
骨転移診断時における骨外転移巣の有無により，患者を次の 3 群に分けた。生命維持臓器(肺・胸膜・
肝・脳)に転移巣あり (n=18)，生命維持臓器以外の骨外転移巣あり (n=14)，骨外転移巣なし (n=













予後良好の条件として， 1) 他臓器転移(特に生命維持臓器転移)のないこと， 2) 骨転移の拡がり
がstage 1 であること， 3) 継次的骨スキャンで新病巣が出現しないこと， 4) 骨X線にで治療前より，
あるいは治療後に骨硬化像が出現することなどが明らかとなった。
[総括]
骨転移のある乳癌患者の生命予後は，①腫蕩の全身への拡がり，②腫蕩の骨格系への拡がり，③腫療
に対する宿主骨組織の生物学的な反応の相違(治療前の骨X線における骨硬化の有無)，④治療に対す
る骨転移巣の反応(骨スキャンの新病巣出現，治療後の骨X線における骨硬化の出現)を考慮すること
により，予測可能と考えられた。
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論文の審査結果の要旨
本研究は画像診断を用い，乳癌の骨転移における予後因子を明らかにしたものである O 骨転移の進展
は骨スキャン上体幹の骨格より末梢の骨格へ進展することが示された。この規則性に従って骨転移の拡
がりに関する病期 Cstage) を設定した。乳癌の骨転移いおいては，①骨外転移巣の有無②骨転移の拡
がりに関する stage③骨スキャンにおける新病巣の出現④骨転移診断時(全身的治療前の)骨X線の骨
硬化像の有無⑤全身的治療による骨X線の骨硬化像の出現が予後因子であることが明らかとなった。本
研究により予後因子が解明されたことは，骨転移のある乳癌患者の生命予後の判定の上で臨床的意義が
大きい。
従って，本研究は博士論文に価するものである。
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